













り、自己に対して完全性を求める場合を特に自己志向的完全主義と呼ぶ（Frost, Marten, Lahart & 
Rosenblate, 1990；桜井・大谷, 1997）。桜井・大谷（1997）は自己志向的完全主義が 4 つの下位構造で
構成されていることを確認し、自己志向的完全主義を多次元的にとらえた20項目からなる多次









らの期待が子どもの完全主義を高めることを示した。また、Damian, Stoeber, Negru, & Băban
（2013）は15歳から19歳の青年期の子を対象とし、親からの期待を認知する傾向が高い者ほど、
自分（子）が親から完全性を求められていると認知する傾向も高まることを報告している。さら
に親からの期待という要因に加え、親との感情的交流の程度の低さ（Richter,  Eisemann & Richter, 
2000）や親の子に対する厳格さ（DiPrima, Ashby, Gnilka, & Noble, 2011; Randolph & Dykman, 1998）、








紙を用いて測定することに批判的な立場をとる報告もある（Holden & Edwards, 1989; Holden & 








相 互 作 用 を 理 解 す る た め の 技 法 と し て、Kvebaek（1980）が 開 発 し た Family Sculpture 























当てはまらない（ 1 点）”から“全くよく当てはまる（ 6 点）”の 6 段階で評定を求めた。
家族関係の認知
　秋丸・亀口（1988）による FIT を用いた。FIT のB 4 版の検査用紙には、 1 辺 15cm の正方形
の枠が描かれ、その枠内に家族成員を表す円形シールを配置することで調査協力者がイメージ
する家族関係（像）を二次元平面上に作成する。円形シールは直径 1.6cm で白から黒の 5 段階の
色の濃淡により、家族成員間でのパワーの強さを表し、最も淡い色（白）から黒の順に 1 点～ 5
点に得点化された。色が濃くなるほどパワーが強いことを意味する。そして、家族成員間を 3
段階の線で結ぶことで結びつきの強さを表現し、線は太くなるほどその成員間の結びつきが強
















て性差は認められなかった。その結果を Table 1 に示した。
Table 1．各変数の基礎統計量および性差の検定結果
男性 女性 t 値
（df ＝166）M SD M SD
シールの濃さ
　父パワー 3.89 1.12 4.13 0.95 n.s
　母パワー 3.75 1.07 4.05 1.14 n.s
　自分パワー 3.04 0.86 3.18 0.99 n.s
シールの結びつき
　父子結びつき 2.48 0.19 2.27 0.20 n.s
　母子結びつき 2.67 0.13 2.86 0.13 n.s
　父母結びつき 2.66 0.18 2.47 0.19 n.s
シール間の距離
　父子距離 5.21 3.21 5.53 3.54 n.s
　母子距離 4.89 3.05 4.34 2.98 n.s
　父母距離 5.24 3.51 5.32 3.46 n.s
自己志向的完全主義
　高目標設定 20.99 2.89 20.89 2.76 n.s
　失敗懸念 17.57 3.21 17.98 2.79 n.s
　行動疑念 21.21 3.41 21.47 2.88 n.s
　完全性欲求 19.67 3.12 19.54 3.01 n.s
完全主義と FITの各指標との相関
　自己志向的完全主義の各側面と FIT の各指標との関連を検討するため、Pearson の積率相












高目標設定 失敗懸念 行動疑念 完全性欲求
父パワー
.065 .056 .102 .110
.154 .096 .106 .132
母パワー
.143 -.092 .032 .109
-.247 * .109 .117 -.276 *
自分パワー
.201 -.184 .093 .183
.106 .118 .084 .171
父子結びつき
.176 .165 .091 .201
.180 -.098 .108 .097
母子結びつき
.021 .046 -.008 .054
-.109 .118 .102 -.289 *
父母結びつき
.078 .005 .065 .021
.098 .018 .004 -.006
父子距離
.065 .008 .192 -.032
.193 .034 .132 .124
母子距離
.069 .112 .102 .043
.258 * .181 -.043 .306 **
父母距離
.004 .032 -.032 .104
.021 -.007 .104 .042
注：上段：男性，下段：女性。*p<.05，**p<.01
Table 3．FIT を説明変数，自己志向的完全主義を目的変数とする重回帰分析
高目標設定 失敗懸念 行動疑念 完全性欲求
父パワー
.058 .055 .097 .114
.150 .102 .104 .113
母パワー
.132 -.102 .042 .097
-.249 * .098 .115 -.280 *
自分パワー
.189 -.174 .105 .187
.102 .121 .083 .168
父子結びつき
.168 .165 .102 .193
.183 -.101 .104 .098
母子結びつき
.034 .042 -.006 .048
-.104 .120 .101 -.286 *
父母結びつき
.081 .002 .046 .031
.099 .017 .004 -.008
父子距離
.059 .006 .183 -.041
.201 .041 .133 .127
母子距離
.054 .098 .099 -.028
.260 * .181 -.040 .301 **
父母距離
.003 .041 -.035 .112
.018 -.004 .103 .041
R2
.269 .201 .249 .267
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